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１．制度の創設 

 

交通基本法の制定と関連施策の充実に向けて、地域の安全・安心な移動手段を確保し

ていくため、地域公共交通の活性化・再生の重要性が高まるなかで、地域の果たす役割

が増加しています。しかし、公共交通に対して熱心に取り組む地域がある一方で、取組

が進まない地域も多い状況です。 

 このような地域間の差は、公共交通に対して熱意・ノウハウを有し、関係者との調整

能力のある人材の有無によるところが大きいことから、多くの地域で地域公共交通の人

材を育成することが重要な課題となっています。 

 そこで、関東運輸局では、地域が自ら主体的に地域公共交通の維持、利便性向上及び

活性化を図ることを推進するため、すでに利便性向上等の成果を挙げた取組や、先進的

な取組を実践する地域において、その取組を中心となって推進し、知識、経験、熱意を

有する方を「地域公共交通マイスター」に任命し、より多くの地域が積極的に地域公共

交通の諸課題について取り組む気運を高めるため、あらゆる機会を利用してその知識、

経験、熱意を広めていただく制度を創設しました。 

 

２．地域公共交通マイスターの任命 

 

 地域公共交通マイスターを任命するにあたり、有識者、報道機関代表者、各交通事業

者団体代表者からなる選定委員会を設置し、１３名の方を初代マイスターとして任命し

ました。 

 

  



初代マイスターとして任命しました１３名の取組や経歴等については、関東運輸局の

ホームページ上で公表しております。また、関東運輸局主催研修へのアドバイザーとし

ての参加やマイスターワークショップの開催等、マイスターの知識・経験を普及する場

の提供も行っております。 

なお、地域公共交通マイスターの方の連絡先が知りたい方は、下記ＵＲＬの地域公共

交通マイスター一覧にアクセスし、知りたいマイスターの氏名をクリックしますと、連

絡先等のデータをご覧いただけます。 

 

〈地域公共交通マイスター一覧ＵＲＬ〉 

 http://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/kikaku_kankou/meister/date/meister_itiran.pdf 

 

３．第１回地域公共交通マイスターワークショップの開催 

 

 関東運輸局では、新たに任命された地域公共交通マイスターの皆様からその経験を中

心としたお話をしていただき、地域の公共交通活性化・再生に向けた取組を促進すると

ともに、新制度の活用を図るため、６月２７日（月）に神奈川県横浜市のかなっくホー

ルにて、第１回地域公共交通マイスターワークショップを開催しました。 

 当日は、関東運輸局管内の地方公共団体、交通事業者、ＮＰＯ法人等、総勢２４９名

の方に参加していただきました。ワークショップの次第は、交通ジャーナリストの鈴木

文彦氏による基調講演、関東運輸局企画観光部交通企画課松平課長及び関東地方整備局

建政部都市整備課中西課長による施策説明、地域公共交通マイスター１１名による取組

紹介と続きました。 

 基調講演では、「地域公共交通活性化・再生のノウハウと人材の大切さ」をテーマに、

東日本大震災に見るライフラインとしての公共交通のあり方をご紹介いただきました。

その中で、公共交通において重要なことは、現状の問題を把握すること、ノウハウの継

承や後継者の育成ができること、役所、交通事業者、住民がそれぞれの立場で自分の問

題だと思って考え、役割を分担して協働していく仕組みを創ること、であり「人」の存

在が常に重要であるとのお話をいただきました。 

 施策説明では、関東運輸局から「地域公共交通の活性化・再生に向けて」をテーマに

交通基本法案や地域公共交通確保維持改善事業等、地域公共交通に関わる支援の充実に

向けた施策の説明をいたしました。関東地方整備局からは、「まちづくりと都市交通」

をテーマに、集約型都市構造実現への取組、都市・地域総合交通戦略等の施策を説明い

ただきました。 

 地域公共交通マイスターの取組紹介では、選定委員長を務められた横浜国立大学大学

院の中村教授をコーディネーターにお迎えし、各マイスターよりこれまでの取組につい

てご紹介いただきました。 

地域公共交通マイスター１１名の皆様から自らの知識や経験に基づくお話をしていた

だきました中で、『まず、自分が乗ってみる。』『ビジョンを持ち、どうしたいかを示

していく。』『バランス感覚を失わない。』『大学で学び大学と連携していく。』『仕

組みづくりや人材育成を重視する。』『プロセスを可視化し失敗しても諦めない。』『そ

の乗り物へのあふれんばかりの愛情。』『わかりやすいシステムこそ使ってもらえる。』

『地域で学習し地域で経験し地域で成長していく。』『今あるものを有効利用していく。』

『生活が豊かになってこその公共交通。』など、実体験に基づいたお話をポイントを絞

りつつ非常に熱のこもったかたちで、お話をしていただきました。 

最後の締めとしてコーディネーターの中村教授より、『いろいろなキーワードやヒン

トがあった。皆様がそれぞれの立場で、時間、手間、場合によってはお金をかけ、苦労



されていることもよくわかった。近道はきっとないと改めて思ったが、諦めてはいけな

いし、やれることを順番にやっていく熱意なども参考にしていただければと思う。』と

の総括をしていただきました。 

 今回、ワークショップに参加していただきました皆様にアンケートを実施したところ、

９４％の方がワークショップが参考になったと回答いただき、マイスターへの期待の声

も多く寄せられました。関東運輸局では、マイスターの皆様には、その知識、経験、熱

意をより多くの方へ伝えていただけるよう今後の活動に期待するとともに、最大限その

活動を支援してまいります。 

 

 

 

 



 

別紙 



 


